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岩
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掃
津
高
槻
在
東
氏
所
蔵
の
吉
利
支
丹
遺
物

京
都
及
其
附
近
畿
見
の
切
支
丹
墓
碑

文
皐
博
士
文
皐
士

丈
島

a

博
士
文
皐
士

文
皐
博
士
文
皐
士

切
支
丹
数
名
合
字
鞍
及
南
鐙
人
総
鞍
に
就
い
て

文
皐
博
士
文
皐
士

演新梅濠. 新

村

出作出治作

一
句
評
-
帯
当
駄
静
文
句
部
第
七
冊

村
田

耕

原因

末耕



1芋

足

利

季

世

西

数

我

闘

に

渡

来

し

て

よ

り

、

徳

川

初

期

に

至

る

侍

播

弘

布

の

版

勢

頗

る

頴

著

な

る

も

の

あ

り

、

其

の

園

民

生

活

仁

及

ぼ

せ

る

各

般

の

影

響

蓋

し

想

察

に

難

か

ら

や

。

而

も

其

後

苛

酷

な

る

迫

害

さ

巌

重

な

る

禁
過
に
曾
し
て
、
営
時
西
敬
の
遺
物
多
く
は
破
壊
、
直
滅
に
蹄
し
、
之
を
今
日
仁
残
存
す
る
も
の
拘
に
鮮
し
。
た

Y

主

ざ

し

て

欧

洲

敢

士

皐

者

の

記

す

る

所

に

よ

り

て

、

其

の

一

般

を

孜

ふ

可

き

の
み
。
本
畢
敬
授
文
皐
博
士
新
村

出

君

等

意

を

用

ぬ

て

‘

西

敬

徒

の

遺

物

を

衆

集

せ

ん

さ

し

て

年

あ

り
。闘

ら

令

近

年

彼

等

数

徒

の

墓

碑

の

京

都

市

中

及

び

其

の

附

近

の

地

に

於

い

て

接

見

せ

ら

る

、

も

の

あ

り

、

其

の

大

多

数

は

本

皐

考

古

皐

数

室

の

有

じ

蹄
し
、
或
は
葉
の
保
管
に
托
せ
ら
る
。
是
れ
貫
に
此
種
遺
物
の
世
に
現
は
る
、
、
の
初
め
て
な
す
。
又
た
掘
津
高
槻

在

な

る

東

藤

究

郎

君

侍

ふ

る

所

の

西

敢

従

の

遺

物

は

、

全

く

近

時

の

後

見

に

係

り

、

其

の

童

像

数

義

書

を

は

じ

め
各
種
の
も
の
に
亘
り
、
其
の
数
量
の
豊
富
な
る
.
史
料
ご
し
て
債
値
あ
る
、
特
に
注
意
を
要
す
可
き
も
の
あ
り
。

回

よ

b
此
等
遺
物
に
闘
す
る
精
到
な
る
研
究
は
、
多
〈
の
他
の
資
料
さ
塞
考
し
て
、
之
を
購
来
に
期
す
可
き
も

の
あ
り
さ
雄
も
.
之
を
皐
界
に
接
表
し
て
世
人

の
注

意

を

喚

起

す

る

は

、

又

た

以

て

他

に

隠

れ

た

る

資

料

を

誘

後

出

現

せ

し

む

る

の

一
端
な
る
を
思
ひ
、
吾
人
が
今
日
仁
至
る
研
究

の

一
般
を
公
に
し
、併

せ

て

此

等

さ

閥

係

あ

る

切

支

丹

数

名

合

字

入

鞍

及

び

南

蜜

人

緒

鞍

じ

就

き

て

記

す

る

所

を

集

録

し

て

、

遂

に

本

冊

を

成

す

に

至

れ

吾

人

は

新

村

教

授

の

熱

心

さ

協

力

さ

じ

よ

り

て

、

考

古

事

研

究

報

告

の

一

冊

ざ

し

て

、

我

闘

に

於

け

る

基

督

数

考

古

事

に

関

す

る

研

究

を

出

版

す

る

を

得

た

る

を

深

く

戚

謝

す

。

又

た

此

等

資

料

の

蒐

集

さ

研

究

さ

に

際

例

さき
1=1 



'Ol1 

宣言「

'" 

し
て
、
厚
意
を
示
さ
れ
た
る
林
若
吉
、
小
山
源
治
、
闘
保
之
助
.
橋
川
正
、
入
江
被
光
、
藤
波
大
超
、
桑
名
節
諸
君
、
資
料
の

研

究

に

便

宜

を

奥

へ

ら

れ

た

る

束

藤

究

郎

君

父

子

、

及

び

資

料

を

本

皐

仁

寄

贈

若

し

く

は

保

管

を

托

せ

ら

れ

た
る
三
村
便
臆
.
藤
井
貞
存
、
日
野
幸
園
、
小
川
白
楊
諸
君
さ
.
本
冊
出
版
に
際
し
て
寓
異
寓
圃
其
他
の
事
業
に
壷

力
せ
ら
れ
た
る
本
皐
職
員
島
田
貞
彦
、
梅
原
末
治
、
鈴
木
増
太
郎
諸
氏
に
戚
謝
の
意
を
表
す
。

本
冊
の
末
尾
じ
は
附
録
さ
し
て
、
日
本
接
見
銅
剣
銅
鉾
及
銅
鉱
の
東
成
闘
を
添
附
せ
り
。
こ
れ
主
ら
梅
原
末

治
君
の
手
に
成
る
所
に
し
て
、
本
数
室
の
事
業
ざ
し
て
、
構
に
捕
生
式
土
器
形
式
褒
成
を
出
す
所
ゐ

b
・
漸
次
他

の

遺

物

に

及

ば

ん

こ

さ

を

期

せ

る

が

A
1
幸

に

葉

の

成

る

を

機

ざ

し

て

之

を

附

載

せ

る

に

遁

ぎ

や

。

大
正
十
二
年
'
三
月
十
日

京
都
島
市
岡
大
島
・
文
事
部
考
古
風
十
数
室
に
於
い
て

演

回

耕

作



目

次

指

津

高

槻

在

来

氏

所

蔵

の

吉

利

支

丹

遺

物

一
、
緒

I=l 

二

、

給

量

及

版

董

一

ジ

ヤ

ザ

エ

U
Y

聖
人
査
像
・
・
・

二
蒋
利
翌
十
五
玄
義
樹
・

三
銅
版
天
使
讃
仰
圃
・
・
・

四
銅
版
耶
蘇
昇
天
闘
断
片
・
・
・
・

三
、
彫
刻
及
其
他
・
.

↓
耶
蘇
礎
刑
木
像
・
・
・

二
車
母
象
牙
彫
像
・
・

三

其

他

の

遺

品

・

・

四

メ

グ

Y

類
・
・

問
、
吉
利
支
丹
抄
物
・
・

(一)
線

設

御
み
レ
さ
の
お
か
み
や
う
井
ニ
観
念
ノ
事
・
.

目
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目

女

四

京
都
及
其
附
近
畿
見
の
切
支
丹
墓
碑

緒第

さ

ん
も
し
も
さ

か
ら
め
ん
さ

一
七
日
に
わ
く
る
最
初
の
め
ぢ
た
さ
ん
の
七
ケ
保
・

願
戸、
;1tJ~、

の
本
等
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一
志
早

川
円
京
都
延
命
寺
境
内
接
見
墓
碑
三
基
・
・
・

例
京
都
成
願
寺
境
内
脅
見
墓
碑
一
基
・
・
・

mw

京
都
藤
津
光
寺
境
内
接
見
菓
碑
一
基
-
-
-

mw

京
都
商
寺
附
近
畿
見
墓
碑
一
基
・
・

何
京
都
市
等
持
院
道
後
見
墓
碑
一
基
・
・
・

何
京
都
市
椿
寺
境
内
藤
見
墓
碑
一
基
・
・
・

向
揖
津
高
槻
在
千
提
寺
村
所
在
墓
碑
一
基
・
・

第
二
章
墓
碑
の
形
式
さ
記
銘
・

山
内
記
銘
-
-
-

mw

碑
石
の
形
式
・
・
・

第

三

章

墓

碑

の

記

述

京
都
南
畿
寺
子
」
其
の
墓
地
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品
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切
支
丹
数
名
紋
字
鞍
及
南
蜜
人
鎗
鞍
に
就
い
て

一

、

緒

言

一
一
、
切
支
丹
数
名
合
字
鞍
・
・
・
・
・

三

、

南

蜜

人

給

鞍

・

向
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・
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・

y
w
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4
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φ
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7L 

日

ヲた
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第第第第第第第第第第第第第ん吋
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園

版

日

次

ジ

ヤ

ピ

ェ

Y

墓
人
重
像
(
若
杉
版
)
・

ジ

ヤ

ピ

エ

ノV

墓

人
霊
像

同

上
下

竿

部

.

.

.

.

.

.

.

.
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倫
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.
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亜

十

五

玄
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i

-

-
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・
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四
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上
一
部
(
十
五
・
ヌ
義
闘
中
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闘
〉

五
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下
宇
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(
二
聖
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像
〉

同

__.L. 
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銅

版

天

使

讃
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園
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耶
蘇
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刑
木
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〈
前
一
曲
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同
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〉

八

耶

蘇

像

入

銅
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各
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九
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メ
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Y
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抄
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形
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. 
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. 
. 
. 
. 
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内
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(
一
)
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上
〈
二
)

四

同

上
会
一
)

五

上
〈
凶
)
及
銅
版
耶
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園
断
片
・
..• 
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版
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目
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第第第第第

二

O

第第

二

二

第

二

三

第

二

四

第

二

五

第

二

六

第

二

七

第

二

八

第

二

九

第

三

O

第

三

一

第

三

二

第

三

三

ィ

京

都

延

命

寺

境

内

接

見

切

支

丹

墓

碑

・

-

mw
京

都

成

願

寺

mw
等

持

院

道

接

見

切

支

丹

墓

碑

正

面

・

・

川

京

都

殿

滞

光

寺

mw
西

寺

附

近

mw
蹄

津

清

渓

村

接

見

切

支

丹

墓

碑

-
-
-
a

末
呂
、
六
二
三
一

mw
成

願

寺

開

等

持

院

道

mw
椿
寺
後
見
切
支
丹
墓
碑
側
面
・
・
・
・
・

.

.
 
《五六
l

夫
、
平
六
ニ

何

延

命

寺

境

内

向

慶

待

光

寺

境

内

墓

碑

奮

所

在

地

・

川

w
成

願

寺

境

内

奮

所

在

地

問

椿

寺

境

内

墓

碑

存

在

現

状

閃

等

持

院

道

墓

石

所

在

地

闘

版

目

次

--'--
/、七八九

五
同
l
五
一
ハ

五凶、五八

-五六、)君、六一、六ニ

山
門
清
渓
村
墓
碑
奮
所
在
地

間

同

存

在

原

賦

-

-

mw
同
存
在
原
賦
・

切
支
丹
墓
碑
質
測
闘
〈
一
〉
(
島
田
)

同

上
〆「

同
上

切

支

丹

数

名

紋

字

鞍

前

輪

・

.

.

.

.

.
 

同

上

後

輪

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 
-
a 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

mw
切

支

丹

数

名

紋

字

鞍

川

切

支

丹

数

名

紋

宇

鞍

mw
南
蜜
人
檎
鞍
側
面
・
-
-
-
-
-

mw
南
盤
人
槍
鞍
下
面
・
...• 

南

盤

人

槍

鞍

居

木

裏

面

及

雨

輪

刻

銘

・

.

切
支
丹
数
名
紋
宇
鞍
質
測
固
(
島
田
)
・
・
.

南
盤
人
檎
鞍
質
測
園
(
積
回
〉
内
.

南

盤
人
糟

鞍

前

輪

，、
Cコ

プミ

、
プミ
= 

吾
夫
人

』完
l

八一

屯
九
白
人
一

』完
l

八五

七
九
l

八五A. 
= 一

日完
i
八

八一
l

八五
八一
l

八五



第

三

四

ロ

港附
録

岡
版
第

同同同同同第

固

第

二

岡

第

固

第

三

園

a

第

三

園

b

第

四

国

第

五

闘

同

上

後
輪

末

京
都
市
附
近
切
支
丹
墓
碑
接
見
地
及
南
鐙
寺
奮
蹟
推
定
地
闘
(
締
4
酬
…
蹄
町
一
隅
)
・
・

日
本
後
見
銅
銅
山
提
成
固
(
格
一
線
〉
・

第

日
本
費
見
銅
鉾
東
成
岡
市
上
〉
・

第

日
本
後
見
銅
鉱
茨
成
固
向
上
)
・

第

日
本
政
官
見
銅
線

四

第

日

本

費

見

銅

鉾

玉

第

...L.. 
F、、

日

本

費

見

鋼

鉄

I
l
l
i
-
-曹
4
0
8
5川
4
1め
島
vλ

内

'wtozmaTIll--

挿

園

及

小

園

目

次

踊
津
高
槻
在
清
渓
村
附
近
略
国
(
小
野
〉

島
原
叛
徒
旗
印
及
鍋
島
侯
所
戒
特
許
朕
(
岡
山
敏
之
助
君
滋
)
・
・

蒋

利

亜

十

五

玄

義

国

々

解

明
治
七
年
刊
塾
教
日
謀
議
七
頁
)
・
...• 

長
崎
大
浦
天
主
堂
戴
慶
長
二
年
(
一
五
九
七
年
)
有
家
銅
版
蒋
利
直
像
(
封
外
史
料
美
術
大
観
)
・
・

切
支
丹
墓
碑
彫
刻
十
字
架
各
種
・

支
那
北
京
柵
欄
児
葡
萄
牙
人
墓
地
主
品
川
武
一
室
雲
楠
岡
県
〉
・
.

目

次

圃

版

人
一

1
八
五

完

l七六
会

γ九
九

九
二

i'九
九

一口口
i

一口冨一JE 
匂
二

u
u

j

ニ
J
J
J
J

一口口
l

一口一品一一
ノ、
:}r. ""-三正-1;: 

，、
区単

六
六
1
月
七



第

六

闘

第

七

闘

第

八

圃

第

九

圃

第

十

園

第
十
一
圃

第
十
二
回

第
十
三
園

第
十
四
国

第
十
五
闘

第
十
六
圃

第
十
七
園

第
十
八
園

閲

版

目

ヨた

肥
後
国
菊
池
郡
河
原
村
木
庭
後
見
切
支
丹
墓
碑
(
古
賀
霊
童
雲
翼
)
・

肥
前
闘
南
高
来
郡
東
有
家
村
切
支
丹
墓
碑
(
鉱
山
町
一
蹴
諮
問
純
一
均
一
孫
詑
)

長
崎
悟
異
寺
和
蘭
人
墓
地
内
碑
石
略
岡
(
新
村
潟

-5
・

支
那
北
京
柵
欄
児
南
懐
仁
墓
略
阿
富
凶
潟
ー
さ

同

上
南
懐
仁
墓
(
小
川
霊
山
若
葉
)

•••••••••• 

•••••••• 

東

京

帝

室

博

物

館

所

蔵

南

盤

人

締

鞍

・
.• 

同

上上

南南

蜜盤
人人

総糟

襲薬

入入

••••••••••• 

同河

本

重

利

君

所

戒

南

盤

人

檎

扉

風

一

部

堀
江
清
足
君
醤
臓
蒔
輸
相
墓
餅
入
・
.....• 

切
支
丹
数
名
紋
宇
鞍
紋
章
・
.

大
友
宗
麟
印
章
(
印
章
義
纂
)

切
支
丹
数
名
合
宇
鞍
居
木
鞍
工
事
押
・
.• 

〔
法
意
〕

再
刷
版
に
於
い
て
闘
版
を
境
夏
し
た
る
鴛
め
次
の
知
き
番
競
の
移
動
を
生
じ
た
り
。

即
ち
品
位
首
闘
版
第
一
第
二
を
園
版
第
三
十
三
イ
ロ
と
な
し
巻
首
国
版
と
し
て
新
に
闘
版

第
一
を
彩
色
版
と
し
て
加
へ
た
り

四•.••• ・

ずミ
コ許三
l 

プミ
-<:; 

-t: _.ー，、:;;"-， 
プミ

，、ノ、，、
7'-' 

指
示
，
占
L4

占
六
吉
中

七
六
j布
一
唱

七
六
l
』毛

七
六
i
七
屯

ノ、
Cコ

ノ、ノ、
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刷

大
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十

五
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九
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二
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費

行

部皐文皐大圏帝都京

官愛

fr 
所

口

編
輯
代
表
者

接

fi 

FP 

席。

定

償

金

七

闘

演

回

耕

作

者

東
京
市
麹
町
医
飯
岡
町
二
丁
目
二
十
一

尾

高

豊

作

者

京

都

市

下

京

匝

柳

馬

場

三

傑

桂

千

代

東

京

市

麹

町

匿

飯
田
町
二
丁
目
二
十
一
番
地

刀

江

ご股1

m 
書

電
話
回
容

据
替
東
京

院

し「二一一一一一一一

二
込
町
九
六

七
三
一
一
八

口
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定

慣

穴

園

豊

後

磨

崖

石

働

の

研

究

・

・

・

・

・

・

・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
演

-
竣
靖
版
、
石
版
等
八
十
九
葉
(
大
正
十
四
年
後
行
〉
定
慣
+
ニ
圃

第
九
冊

田

耕

作

薩

摩

闘

出

水

郡

出

水

町

尾

崎

貝

塚

調

査

報

告

潰

田

耕

作

、

島

田

貞

彦

出
水
貝
塚
の
員
殻
獣
骨
及
び
人
骨
・
・
・
・

・

・

・

・

・

・

長

谷

部

言

人

薩
摩
国
揖
宿
郡
指
宿
村
土
器
包
合
屠
調
査
報
告

・・

・

・

笛

田

耕

作

被
靖
紙
、
石
版
三
十

九

業

(

大

正

十

年

鼎

現

行

)

定

慣

四

圃

近
江
国
高
島
郡
水
尾
村
の
古
墳
・
・
・
・
・
・
・
・

・

一
護
田
耕
作
、
梅
原
末
治

日
本
費
見
金
製
耳
飾
万
鯛
環
頭
同
鹿
角
装
具
衆
成

著
色
掴
版
一
葉
竣
璃
版
世
帯
二
十
九
業
(
大
正
十
三
年
俊
行
〉

備
中
国
浅
口
郡
津
雲
貝
塚
接
掘
報
告
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
清
野
謙
次
‘
島
田
点
差

肥
後
闘
宇
土
郡
轟
貝
塚
費
掘
報
告
・
-
〈
大
正
九
年
目
安
行
)
抑
制
限
・
・
・
・
・
・
漬
田
耕
作
、
榊
原
政
職

河

内

闘

府

石

器

時

代

第

二

回

接

掘

報

告

・

・

・

・

・

漬

田

耕

作

河
内
閣
府
石
器
時
代
人
骨
調
査
・
・

・

・

・

・

・

・

・

・

長

谷

部

言

人

着
色
闘
版
一
葉
・
攻
稽
版
石
版
十
八
葉
〈
大
正
九
年
後
行
〉
定
慣
五
阻

九
州
に
於
げ
る
装
飾
ゐ
る
古
墳
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
演
田
耕
作
、
梅
原
末
治
、
島
田
貞
彦

編
生
式
土
器
形
式
分
類
圃
褒
成
(
附
録
)
・・

(
大
正
八
年
目
安
行
〉
絹
版

肥
後
に
於
け
る
装
飾
あ
る
古
墳
及
横
穴
・
(
大
正
六
年
後
一
包
絡
版
・
・
・
演
田
耕
作
、
梅
原
末
治

河

内

闘

府

石

器

時

代

遺

跡

礎

掘

報

告

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

潰

田

耕

作

河
内
高
安
及
喜
志
石
器
時
代
遺
跡
調
査
・
・

•..

.

. 

，
 .

.

.

.

 梅
原
末
治
1

島
田
貞
彦

河
内
閣
府
肥
後
轟
等
仁
て
稜
掘
せ
る
人
骨
・
〈
大
正
七
年
後
日
付
〉
絡
版
・
・
・
・
・
鈴
木
文
太
郎

目 掛 告 報 究 研 畢 古 考 部畢文事大圏帯都京

第|第|第|第|第
合|高|高|需|語



京
都
帝
国
大
串
文
皐
部
長

考

古

皐

研

究

報

告

宣

/

七
品
川

正
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補

遺

〔
補
遺
-
〕

二

四

頁

所

載

の

補

註
(
1
)
の
末
段
以
下
印
刷
の
都
合
上
左
の
文
を
割
き
て
補
遺
欄
じ
追
加
す
。
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I

)

 

東
京
阜
市
室
博
物
館
所
刊
明
治
三
十
九
年
待
別
展
脳
死
含
列
品
目
録

〈
甲
)
嘉
永
以
前
西
洋
輸
入
岡
田
及
参
考
品
の
九
に
耶
蘇
教
濯
物
の
部

あ
り
て
、
種
々
の
時
代
と
場
所
と
を
後
見
せ
ら
れ
し
メ

ダ
ル
類
の

品
目
を
皐
げ
、
叉
伊
達
伯
儒
家
裁
支
倉
遺
物
の
品
目
表
の
中
に
も

d

ダ
ル
と
箆
し
き
も
の
あ
り
。
叉
十
六
な
る
貨
幣
託
念
牌
の
部
に

は
、
天
正
十
三
年
臼
本
使
節
縫
馬
着
記
念
銅
牌
の
後
遺
品
と
原
ロ
聞

と
の
潟
民
を
事
げ
た
り
。

東
一
尽
帝
室
博
物
館
に
於
て
は
其
後
大
正
八
年
一
燃
奥
部
第
阿
国
(
祭

〈

2
)

胞
宗
教
に
関
す
る
遺
物
)
目
録
を
出
版
せ
り
。
そ
の
中
、
第
聞
「
耶

蘇
教
に
関
す
る
遺
物
」
の
掌
須
〈
参
考
す
べ
し
。

「
公
数
舎
の
復
活
」
、
第
二
一
六
頁
に
商
す
る
潟
真
。

長
崎
の
数
舎
に
て
刊
せ
る
仰
交
の
日
本
公
数
曾
復
活
五
十
年
記
念

冊
子
(
一
九
一
五
、
大
正
四
年
刊
)
第
十
章
中
に
も
同
じ
メ
ダ
ル

の
潟
奨
を
描
げ
た
り
惜
ら
く
は
、
和
女
悌
実
雨
水
と
も
潟
民
不

鮮
明
な
り
。

「
封
外
・
史
料
美
術
大
観
」
、
第
一
一一
十
一
の
諮
問
参
考
。

(
3〉

〔
補
遺
二
〕

編
者
本
稿
を
印
刷
に
附
せ
る
後
、
本
文
の
考
謹
仁
っ
き
て
増
補
す
ぺ
き
資
料
数
貼
を
目
略
し
た

れ
ば
、
ざ
り
あ

へ
や
左
に
追
加
し
置
か
ん
さ
す
。

東
京
帝
室
博
物
館
に
は
、
吉
利
支
丹
宗
門
関
係
の
油
書
類
大
小
数
多
存
す
る
こ
さ
人
の
知
る
加
く
な
る
が
、

ジ
ヤ
弁
エ

M
Y

重
像
及
び
十
五
支
義
国
を
見
守
。
之
仁
反
し
て
古
き
メ
ダ

Y

中
じ
は
数
箇
、
東
氏
所
蔵
の

一
部
さ

同
一
な
る
も
の
、並
仁
封
比
す
べ
き
も
の
あ
り
。
丹
波
一
踊
知
山
城
盤
中
後
掘
の
も
の
、
及
び
長
崎
奉
行
所
宗
門
戒

所
牧
の
も
の
に
、
事
館
秘
跡
メ
ダ
戸
、
事
母
無
元
罪
メ
グ

y
、
十
字
架
捧
持
事
者
メ
ダ

Y

わ
り
。
本
苦
闘
版
第
九
第

十

中

の

2

3

4

に
営
れ
り
。
又
明
治
元
年
、
長
崎
近
在
浦
上
村
致
徒
よ
り
押
牧
せ
し
も
の
、
中
じ
は
‘
ジ
ヤ
芥
エ

U
Y

事
人
記
念
牌
、
聖
母
子
南
面
牌
も
見
ゆ
。
本
書
園
版
の

7

8

に
営
れ
ち
。
同
館
亦
金
属
製
蓬
物
(
宗
七
七
九
競
)
ゐ

り
。
間
版
第
八
の

4

仁
比
す
ペ
し
。
似
し
東
氏
の
議
品
さ
異
な
り
て
、
周
縁
等
に
浮
彫
あ
り
。

補

遺

八
五



補

"包>.邑

八
六

十
五
玄
義
の
文
句
じ
は
、
林
若
吉
氏
が
仙
豪
附
近
の
奮
家
よ
り
昨
大
正
十
一
年
得
ら
れ
し
法
文
究
帳
の
う

も
に
、
亦
一
例
を
見
出
し
た
り
。
卸
ち

「
た
っ
さ
き
ひ
る
せ
ん
さ
ん
た
ま
り
や
ゑ
さ
、
げ
た
て
ま
つ
る
十
五
の
く
わ
ん
ね
ん
、
あ
ぺ
ま
り
や
、
ひ
や
く

五
十
へ
ん
の
お
ら
し
ょ
の
し
忙
い
」

ろ

ぎ

り

よ

さ
題
し
た
り
。
同
氏
別
に
給
入
石
版
の
墓
玖
魂
花
冠
記
録
一
冊
を
戒
す
。
西
紀
千
六
百
二
十
三
年
.
一克
和
九
年
ジ

ヲ
ン
デ

Y

ヘ
タ
の
翻
誇
せ
し
も
の
、
元
さ
マ
ニ
ラ
版
な
り
し
を
ぺ

Y

ナ

Y

ド
、
プ
チ
ジ
ヤ
ン
の
再
版
せ
し
も
の

な
り
。
構
闘
さ
文
章
さ
共
に
趣
味
深
し
。

東

本

吉

利

支

丹

抄

物

仁

見

ゆ

る
ヌ
タ
ニ
ヤ
ス
(
蓮
橋
)
に
委
照
す
ぺ

き

も
の
じ
は
、
第
一
に
東
京
帝
室
博
物
館

の
耶
蘇
致
寓
粧
の
第
二
紙
表
裏
じ
寓
せ
る
「
さ
ん
た
ま
り
や
の
ら
た
仁
あ
す
」
の
文
句
な
り
。
岩
崎
男
偉
家
の
毛

y
y
ン
.
文
庫
所
蔵
本
羅
句
文
翠
鯉
秘
跡

書
(
一
五
九
五
年
、
文
職
四
年
長
崎
皐
林
版
」
の

一
八
九
頁

さ
三

O
六

頁

さ
じ
も
、
こ
の
リ
タ
ユ
ア
エ
出
で
た

b
。
盛
一
考
じ
資
す

ぺ
し。

.
妙
心
寺
塔
頭
表
光
院
所
臓
の
所
謂
南
盤
寺
鐘
仁
閥
す
る
嘉
永
七
年
(
安
政
元
年
)
の
古
文
書
を
近
時
孜
究
す

る
を
得
た
る
が
、
同
文
書
に
擦
れ
ば
、
該
古

銭

は

従

来

所

設

の

如

き

天

正

年

間

京

都

商

畿

寺

の

所

鋳

に

あ

ら

十

し
て
、
侍
来
頗
る
予
輩
の
意
表
仁
出
づ
る
も
の
、
如
し
。さ
れ
ざ
其
考
謹
に
つ
き
て
は
他
日
を
期
せ
ん
さ
す
。

以

上

さ

し

あ

た

り

補

遺

ざ

し

て

掲

げ

た

る

が

、

予

輩

は

か

、

る

材

料

の

牽

照

に

つ

き

て

便

宜

を

奥

へ

ら

れ

し

帝

室

博

物

館

の

高

橋

健

自

君

津

田

敬

武

君

さ

林

若

吉

君

さ

春

光

院

住

職

川

上

孤

山

師

さ

に

劃

し

て

戚

謝

の
意
を
表
せ
ざ
る
べ
か
ら
子
。
(
新
村
)

〔
補
遺
三
〕

水
戸
徳
川
園
順
候
襲
臓
の
基
督
教
遺
品
は
・
新
聞
紙
上
に
報
道
せ
ら
れ
し
が
如
、
き
近
時
接
見
の



も
の
に
は
あ
ら
令
し
て
、
明
ト
治
以
来
サ
ト

1
氏
等
の
外
人
を
は
じ
め
、
近
年
本
邦
準
徒
の
目
じ
も
鯛
れ
し
こ
さ

あ
る
も
の
仁
し
て
、
予
…
の
推
定
せ
し
が
如
く
彰
考
館
求
「
切
支
丹
法
器
」
に
録
せ
し
所
の
遺
物
じ
外
な
ら
や
。
同
家

亦
別
に
寛
政
・
十
二
年
立
原
翠
軒
自
筆
の
「
吉
利
支
丹
法
服
諸
品
物
目
録
略
闘
」
さ
題
す
る
彩
色
闘
入
の

一
書
を

識
す
。
彰
考
館
本
一
さ
出
入
あ
り
。
併
せ
牽
照
す
ぺ
し
。

同
家
の
遺
品
中
、
禽
中
礎
戸
一
躯
さ
著
録
せ
ら
れ
し
厨
子
入

b
の
傑
刑
墓
像
は
、
東
氏
の
そ
れ
に
比
し
て
小

な
れ
ざ
、
以
て
東
一
氏
の
聖
一
像
一
の
原
肢
を
偲
ば
し
む
。
蜜
銭
さ
稀
せ
ら
れ
し
メ
ダ

Y

類
は
同
家
に
甚
だ
多
く
、
東
氏

つ
あ

h
。
そ
は
事
館
秘
跡
闘
の
も
の
仁
川
U

て
、
こ
、
に
は
、
葡
文
の
も
の
、
外
、
日
本
文

に
て
「
さ
ん
も
い
し
も
ー
さ
か
ら
め
ん
ざ
た
っ
さ
ま
れ
た
ま
ご
ざ
平
仮
名
に
て
四
く
だ
り
じ
勃
せ
・
る
が
二
積
あ

の
分
吉
岡
穏
な
る
も
の
一

、
.
り
。
最
も
珍
重
す
ぺ
し
。
螺
錨
の
オ
ス
一
チ
ヤ
一
盆
も
、
名
古
屋
接
見
の
も
の
さ
殆
ざ
同
工
な
る
が
、
こ
は
東
氏
の
臓
品

に
は
快
け

thy-要
は
水
…
戸
一
藩
方
分
は
、
天
主
堂
会
用
の
物
品
を
押
牧
せ
し
も
の
じ
し
て
、
高
槻
在
の
分
は
、
一
筒

人
の
花
用
品
を
侍
一
襲
せ
し
が
鋳
一
に
、
遺
物
に
種
々
の
相
違
を
来
た
せ
る
な
る
ぺ
し
。

侯
家
の
所
蔵
中
、
服
飾
類
最
も
特
色
あ
れ
ざ
、
抄
物
類
の
多
き
こ
芝
、
、
外
に
銅
版
番
帳
一
冊
及
♂
+
ノ
ト

l
氏

の
解
説
翻
刻
せ
る
板
一
本
一
冊
の
存
す
る
こ
さ
¥
更
に
深
く
予
輩
の
興
味
を
惹
げ
り
。
銅
版
番
帳
の
洋
装
な
る

は
、
東
本
並
に
博
物
館
本
の
如
く
な
れ
て
む
し
ろ
博
物
館
本
の
鯉
裁
仁
近
き
も
の
あ
り
。
但
し
装
釘
な
ほ
崩
れ

十
線
色
の
ビ
ロ
ー
ド
表
装
の
欝
肢
を
存
し
、
大
き
さ
亦
二
者
に
比
し
て
大
な
り
。
抄
物
は
、
ミ
イ
ナ
、
オ
ラ
ジ
ヨ
、
マ

ン
ダ
メ
ン
ト
な
ぜ
」
仁
闘
す
る
も
の
あ
り
。
又
暦
本
も
見
ゆ
。
形
式
は
冊
子
仕
立
の
も
の
多
く
、
他
は
銅
版
番
を
貼

り
ま
壱
た
る
忽
子
本
、
折
本
仕
立
の
も
の
各
一
種
あ
り
。
手
蹟
頗
る
美
は
し
き
も
の
あ
り
。
内
容
に
つ
き
で
は
、
東

本
さ
盛
一
照
す
ぺ
き
も
の
多
く
、
投
丁
ト
文
平
一
仮
名
書
の
も
の
は
、
博
物
館
本
さ
似
た
る
所
あ
り
。

前

;日包

ス主主

j¥. 

七



補

iJl 

/代、

j円、

以

上

大

躍

の

観

察

に

さ

Y

め
た
る
が
、
他
日
別
に
孜
究
を
悉
し
て
費
表
す
る
機
あ
る
ぺ
し
。
侯
偉
家
仁
於
て

予

輩

の

調

査

仁

多

大

の

便

宜

を

輿

へ

ら

れ

し

こ

さ

は

深

謝

せ

ざ

る

ぺ

か

ら

や

。

縛

に

生

月

島

に

後

見

せ

ら

れ

し

十

五

玄

義

岡

の

部

分

寓

異

は

、

長

崎

武

藤

長

戒

氏

の

好

意

に

よ

り

て

目

視

し
た
る
が
、
番
風
東
氏
の
幅
に
比
し
て
異
な
る
所
も
認
め
ら
れ
、
注
目
仁

.債
す
れ
ぎ
も
‘
他
日
原
本
を
見
て
針
昭
一

考
究
す
る
、
』
さ
を
要
す
れ
ば
ム
ー
は
省
け
り
。
(
新
村
)

(氏-，.，_グワ 7)他業稗纂徒数蘇耶古豪

【
補
遺
四
】
六
七
頁
詮
(
6
〉
に
閥
し
て
は
、
其
後
「
長
崎
脱
皮
践
天
然
記
念
物
調
査
報
告
」
第

一
放
を
得
て
、
南
高
来
郡
東
有
家
村
字
榎
木
岡
及
前
回
地
方
一
帯
に
遺
存
す
る
吉
利
支
丹

墓
碑
に
就
き
て
粉
々
詳
細
を
知
る
を
得
た
り
。
同
金
聞
に
譲
れ
ば
根
木
岡
高
木
孫
七
氏
の
前

庭
に
あ
る
一
基
は
、
高
き
二
尺
八
寸
、
前
幅
一
尺
一
一
一
寸
核
八
寸
二
分
に
し
て
蒲
鉾
型
を
な

す
。
表
に
方
形
の
匝
割
を
な
し
、
内
に
花
形
十
字
架
を
刻
す
。
業
径
七
寸
八
分
、
(
本
側
第

七
六
頁
第
七
園
)
叉
た
松
尾
治
三
郎
氏
宅
前
を
流
る
る
渚
の
脇
に
、
高
木
氏
前
庭
の
裟
石

と
略
同
一
な
る
墳
墓
二
基
あ
り
、
一
一
は
一
柳
と
し
て
之
を
犯
り
、
他
は
足
時
剛
重
と
な
す
。
松

尾
氏
宅
よ
り
凡
そ
一
町
を
隔
て
た
る
白
出
中
に
亦
-
基
あ
り
。
十
字
架
を
刻
せ
ざ
る
も
務
鉾

型
な
り
。
叉
々
附
近
の
溝
の
中
に
一
-
一
基
あ
り
。
側
面
に
千
形
字
の
十
字
架
を
刻
す
。
此
の

附
近
一
帯
は
基
督
教
盛
な
り
し
頃
慕
地
な
り
し
と
一
宇
中
。
今
皆
な
島
地
と
化
す
。
(
涜
回
)

【
補
遺
五
】
六
八
頁
支
那
に
於
け
る
耶
蘇
教
徒
の
慕
枠
中
北
京
柳
欄
見
に
あ
る
石
村
型
の
も

の
の
外
、
立
石
型
の
も
の
亦
た
存
す
る
が
如
し
即
ち
フ
ワ
グ
ヱ

1
氏
「
北
京
」
(
司

S
M
S
一1

旬
。
広
口
叫
ド
ロ
-
9
】由
O
G
E
M
-

】回
()1HM】
口
玄

e
z
H
Z
F
S岡
山
の
広
ロ
宮
町
ロ
r。
閃
Z
ロ巳・司吋《凶-

H
・
司
・
】
国
叶
鱒
耕
輔
)
に
掲
げ
た
る
園
を
見
る
に
、
蒙
古
に
於
い
て
元
靭
の
西
教
徒
の
薬
石
と

云
ふ
も
の
あ
り
、
カ
ル
ガ
ン
よ
り
東
北
三
日
程
の
地
に
於
い
て
白
耳
義
人
に
よ
り
て
後
見

せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
と
云
ふ
。
表
耐
に
-
文
字
な
〈
十
字
架
と
花
井
等
を
刻
す
。
多
少
参

考
す
・
4
き
も
の
な
る
を
以
て
、
其
の
闘
を
よ
に
勝
載
す
る
ζ

と
-A

せ
り
。
(
績
回
)

〈
上
方
(
1
〉
は
議
前
の
石
、
下
方
(
1
〉
は
劇
臓
の
建
て
た
る
十
家
架
の
墓
石
な
り
〉
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遺
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東

氏

所

疲

吉

支

丹

遺

物

中

此

の

書

像

は

製

版

者
の
誤
謬
等
に
よ
り
。
本
文
設
明
中
藤
仁
之
を

脱
漏
し
た
る
は
深
〈
遺
蛾
さ
す
る
所
な
り
。
本

補

闘
は
他
の
ま
川
像
さ
略
ぼ
同

の
手
法
に
出
で

遺

同
一
年
代
の
も
の
な
る
こ
さ
疑
な
〈
た
い
お
不

園

幸

に

し

て

頭

部

快

損

し

た

る

を

以

て

其

の

果

版

し
て
耶
蘇
な
る
や
、
他
の
華
人
な
る
や
‘
綿
花
又

た
聖
母
な
る
や
之
を
決
す
る
こ
さ
能
は
や
。
異

日
接
見
の
資
料
さ
共
仁
・
再
び
詳
説
す
る
所
ゐ

る
を
期
す
ノ
新
村
、
演
田
)

SUPPLEMNTARY PLATE 

We regret that the description of this picture in the Higashi's 

collection has been carelessly omitted in the text， owing to 
mistake of printer. The picture seems to be in the same technic 

as well as same age with the other paintings of the 

But being the head of行guredamaged. it is di氏ultto 

whether the figure represents a Saint or the young Christ or the 

We expect to have another occasion to describe the 

more fully together 

(1. Shimmura & K. Hamada) 

the 

collection. 

determine 

discovered newly other the with 

Madonna. 

picture 

materials. 
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